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学校運営に教職員の意見が反映され、活性化につながっている。

教職員の適正・能力に応じた校内人事や校務分掌の分担がなされ、教職員が意欲的に取り組める環境になっている。

学校経営には管理職のリーダーシップが発揮されている。

各校務分掌が主任や部長、係を中心に円滑に行が行われている。

事件・事故・災害等に適切に対処できるよう、教職員の役割分担がなされている。

教育活動後、直後プランシステムにより次年度に向けた改善プラン作成に努めている。

職員会議等 を縮少しても、教育活動の質や円滑な運営ができている。

いじめ、不登校等の生徒指導上の問題に、組織的に取り組めるような体制ができている。

生徒指導の充実や学力の定着・向上対策のために小・中が連携して取り組んでいる。

教職員の相互理解がなされ、信頼関係に基づいて教育活動が行われている。

日々の教育活動における問題意識や悩みについて、気軽に話せるような職場の人間関係ができている。

職場において、服務規律への自覚が高い教職員集団である。

家庭への連絡や情報提供を積極的に行っている。

各種学力調査結果を積極的に活用し、授業改善に努めている。

教育活動の中に、地域教材や地域人材を積極的に活用している。

学び合いの授業の達成を目指した研究授業・研究協議を行っている。

ワークショップ型校内研究システムは教員の指導力の向上に効果的である。

支援要する子どもの学力保障に向けた放課後学習に取り組んでいる。

一人一人の子どもを理解し、人権を尊重する学級経営等に努めている。

子どもや保護者・地域住民の意見を聞き、その声を学校運営に反映している。
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令和元年度７月学校評価アンケート集計（教職員）


